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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 3,669 10.4 165 ― 175 ― 149 ―

29年３月期第１四半期 3,323 △21.5 △142 ― △120 ― △128 ―
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 223百万円( ―％) 29年３月期第１四半期 △125百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 3.87 ―

29年３月期第１四半期 △3.33 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 19,420 13,956 71.9

29年３月期 19,580 13,849 70.7
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 13,956百万円 29年３月期 13,849百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

30年３月期 ―

30年３月期(予想) 0.00 ― 3.00 3.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,900 7.3 340 652.3 380 156.5 300 207.4 7.75
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

決算短信（宝印刷） 2017年07月27日 14時00分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 41,207,730株 29年３月期 41,207,730株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 2,521,726株 29年３月期 2,521,722株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 38,686,007株 29年３月期１Ｑ 38,694,748株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、雇用・所得環境の改善等により景気は緩やかな回復基調が続い

ているものの、海外の政治・経済の不確実性の高まり等の下振れリスクを抱え、先行き不透明な状況で推移いたし

ました。

　このような状況下、当社グループは昨年４月に新中期経営計画をスタートし、収益力の高い「機能化学品の川崎

化成」の確立を目指し、生・販・研が一体となって汎用化学品事業の基盤強化と機能化学品事業の拡大に向けた事

業活動に取り組むと共に、新中期経営計画の実現を支えるエア・ウォーターグループとのシナジー効果の発現につ

いても、グループ各社との連携により着実に成果を積み重ねております。

　当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高の大部分を占める化学品事業において、ナフトキノン及

びキノン誘導品に代表される機能化学品の増販並びに汎用化学品である無水フタル酸の増産・増販及び輸出市況の

好転により、売上高は3,669百万円（前年同期比346百万円増収・10.4％増）、営業利益は165百万円（前年同期は

142百万円の営業損失）、経常利益は175百万円（前年同期は120百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は149百万円（前年同期は128百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

セグメントの業績の概要は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「２．四半期連結

財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）Ⅱ ２．報告セグメント

の変更等に関する事項」をご覧ください。

① 化学品事業

・有機酸製品

　無水フタル酸は国内販売数量の大幅な増加及び輸出市況の好転により増収となりました。

　その他の有機酸につきましては、コハク酸は原料価格の上昇に応じた価格対応により増収となりました。フマル

酸は販売数量の増加及び原料価格の上昇に応じた価格対応により大幅な増収となりました。

・有機酸系誘導品

　可塑剤は原料価格の上昇に応じた価格対応を行いましたが数量の減少により減収となりました。マキシモール®は

販売数量の増加により大幅な増収となりました。

・キノン系製品

　ナフトキノン、農薬原体アセキノシル、脱硫触媒ＮＱＳ®及び光増感剤アントラキュアー®は販売数量の増加によ

り大幅な増収となりました。パルプ蒸解助剤ＳＡＱ®は海外向けの拡販により増収となりました。

　

　以上の結果、化学品事業全体としての売上高は3,624百万円（前年同期比325百万円増収・9.9％増）、営業利益

は149百万円（前年同期は145百万円の営業損失）となりました。

② 不動産事業

　当第１四半期連結会計期間より新たに報告セグメントに追加した不動産事業につきましては、当社川崎工場の土

地及び事務所の賃貸により売上高は17百万円、営業利益は10百万円となりました。

③ その他の事業

　その他の事業につきましては、地域支援サービス事業の拡大により売上高は28百万円（前年同期比３百万円増

収・15.0％増）、営業利益は５百万円（前年同期比２百万円増益・90.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は19,420百万円となり、前連結会計年度末に比べ160百万円減少い

たしました。

　流動資産は、主に短期貸付金の減少により、前連結会計年度末に比べ146百万円減少し、8,611百万円となりまし

た。

　固定資産は、主に保有株式の時価評価に伴い投資有価証券は増加しましたが、減価償却による有形固定資産の減

少により、前連結会計年度末に比べ13百万円減少し、10,808百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は5,463百万円となり、前連結会計年度末に比べ267百万円減少い

たしました。

　流動負債は、主に支払手形及び買掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ311百万円減少し、3,144百万円と

なりました。

　固定負債は、主に繰延税金負債の増加により、前連結会計年度末に比べ44百万円増加し、2,319百万円となりま

した。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は13,956百万円となり、前連結会計年度末に比べ107百万円増加い

たしました。

　株主資本は、主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上及び配当金の支払により、前連結会計年度末に比べ

33百万円増加し、10,230百万円となりました。

　その他の包括利益累計額は、主に保有株式の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の増加により、前連結会

計年度末に比べ73百万円増加し、3,726百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　本年５月12日に発表いたしました連結業績予想に修正はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 240 342

受取手形及び売掛金 4,259 4,432

商品及び製品 1,475 1,487

仕掛品 329 424

原材料及び貯蔵品 473 482

短期貸付金 1,841 1,231

その他 137 209

流動資産合計 8,758 8,611

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,763 1,732

機械装置及び運搬具（純額） 1,900 1,774

土地 5,862 5,862

その他（純額） 132 172

有形固定資産合計 9,658 9,541

無形固定資産 44 46

投資その他の資産 1,118 1,221

固定資産合計 10,822 10,808

資産合計 19,580 19,420

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,161 1,909

未払法人税等 37 38

賞与引当金 169 68

修繕引当金 67 108

その他 1,020 1,019

流動負債合計 3,455 3,144

固定負債

リース債務 27 26

再評価に係る繰延税金負債 1,464 1,464

繰延税金負債 262 293

役員退職慰労引当金 28 27

退職給付に係る負債 254 268

資産除去債務 237 238

固定負債合計 2,275 2,319

負債合計 5,731 5,463
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,282 6,282

資本剰余金 2,549 2,549

利益剰余金 1,770 1,804

自己株式 △405 △405

株主資本合計 10,196 10,230

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 478 541

土地再評価差額金 3,321 3,321

退職給付に係る調整累計額 △147 △136

その他の包括利益累計額合計 3,652 3,726

純資産合計 13,849 13,956

負債純資産合計 19,580 19,420
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 3,323 3,669

売上原価 2,947 2,943

売上総利益 376 726

販売費及び一般管理費 518 561

営業利益又は営業損失（△） △142 165

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 6 8

固定資産賃貸料 13 -

その他 1 1

営業外収益合計 22 9

営業外費用

支払利息 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益又は経常損失（△） △120 175

特別損失

固定資産除却損 7 2

特別損失合計 7 2

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△127 173

法人税、住民税及び事業税 1 20

法人税等調整額 △0 2

法人税等合計 0 23

四半期純利益又は四半期純損失（△） △128 149

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△128 149
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △128 149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 63

退職給付に係る調整額 9 10

その他の包括利益合計 3 73

四半期包括利益 △125 223

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △125 223

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,298 24 3,323 ― 3,323

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 27 27 △27 ―

計 3,298 52 3,351 △27 3,323

セグメント利益又は損失(△) △145 2 △143 0 △142

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額０百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるもので

　 あります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品
事業

不動産
事業

その他の
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,624 17 28 3,669 ― 3,669

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 0 26 26 △26 ―

計 3,624 17 54 3,696 △26 3,669

セグメント利益 149 10 5 165 0 165

(注) １．セグメント利益の調整額０百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるもので

　 あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、不動産事業を主要な事業の一つとして位置づけたことに伴い、事業セグメントの

区分方法を見直し、報告セグメントを従来の「化学品事業」「その他の事業」から、「化学品事業」「不動産事業」

「その他の事業」に変更しております。
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